
令和７年度 シラバス 

- 27 - 

教科 英語 科目 英語コミュニケーションⅠ下 年次 ２ 単位数 １ 

使用教科書 

（副教材など） 
Amity English Communication I（開隆堂） 

 

 

 

学習 

目標 

 

 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり適切に

表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を育成することを目指します。 

⑴ 外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、

状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにします。 

⑵  コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養います。 

⑶ 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的かつ自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養

います。 

 

 

 

評価の 

 

観点 

 

 

 

① 知識・技能 

 外国語の５技能（聞くこと、読むこと、話すこと〈やり取り〉、話すこと〈発表〉、書くこと）に

ついて、実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付けている。 

② 思考・判断・表現 
 聞いたり読んだりしたことなどを活用して、自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現

している。 

③ 主体的に学習に取 

り組む態度 

 言語やその背景にある文化に対する関心をもって、自律的、主体的に外国語を用いてコミュニケ

ーションを図っている。 

評価の 

方法 

 定期考査に加え、提出物（学習プリント、ノート等）、小テストの成績などで総合的に評価します。また、平常の取組についても評

価の対象とします。授業態度や参加姿勢に加え、思考力・判断力・表現力を総合的に評価します。 

 

 単元 学習内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ Communicate+1 

２ Lesson7 

    Serendipity 

 

 

 

 

３ Lesson8 

    Sapeurs 

・買い物の場面で、自分の考えや気持ちを伝える方法を学びます。 

・過去形と現在完了の違いを理解し、本文の内容の要点を適切にまとめます。また、本文の内容に

ついての英語の質問に適切に答えます。 

・単語の発音、リズムやイントネーションなどに注意して音読練習を繰り返します。 

・対話相手の話す内容について感想を述べる方法を学び、コミュニケーションにおいて活用できる

知識・技能を身に付けます。 

 

・受動態の用法に慣れ、本文の内容の要点を適切にまとめます。また、本文の内容についての英語

の質問に適切に答えます。 

・単語の発音、リズムやイントネーションなどに注意して音読練習を繰り返します。 

・服装についての考え方の違いから、国によって文化が異なることを学び、自分の考えを英文でま

とめます。 

 

４ Lesson9 

    Special Makeup Effects 

 

 

 

５ Lesson10 

    Clean Water 

・「～している…」「～された…」の言い方（分詞の形容詞的用法）を理解し、様々な場面で活用す

る方法を学びます。 

・単語の発音、リズムやイントネーションなどに注意して音読練習を繰り返します。 

・好きな映画やテレビ番組について、自分の考えを英文でまとめます。 

 

・「～する…」の言い方（関係代名詞）を理解し、様々な場面で活用する方法を学びます。 

・単語の発音、リズムやイントネーションなどに注意して音読練習を繰り返します。 

・自分の生活を振り返り、どのように水分を摂っているか英文でまとめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


